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再評価される「おもちゃ」
−21世紀、個の支援教育に不足する「共通教材」の認識−
中　谷　陽　子§
Re-evaluation for TOY
−Concept of Learning Materials in individualized Teaching Plans−
Yoko  Nakatani
要旨
　「おもちゃの再評価」とは、遊びとおもちゃが常に一体となってひとつの
「人間の創造的活動・文化・思索」をなすという認識が一般的なものとなっ
ている現在、遊びとおもちゃが作り出すこの創造的な営みを、あえて「お
もちゃが持つ独自性」に目を向け、おもちゃ側から分析し、評価しようと
いうものである。
　遊びとの関連ぬきにおもちゃの概念を語ることは不自然であるが、過去
長きにわたって、「遊びの研究」はもっぱら「おもちゃの歴史研究」そのも
のであった。その経緯をむしろ有意味的に分析し、「遊びとおもちゃ」の実
際がおもちゃの存在なしには成り立たないことを、本研究では注目して行
く。
　さらに本研究が最も取り組もうとしている分野は次の２点である：まず、
おもちゃの概念をはっきりと位置づけ、その上で、それぞれのおもちゃの持
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つ価値を再評価することである。次いで、わが国の教育が２００６年以来取り
組んでいる「個の教育」、より的を絞れば、「軽度発達障害の個別支援教育
計画」のなかに積極的に持ち込み、一般に教育場面で活用されている数々
の教材と並べて、軽度発達障害の子ども達のより取り組みやすい遊び教材
として、｢共通教材｣ というあたらしい取り組み方を教育計画の中に加える
ために、再評価した「おもちゃ」の教材としての本質を明らかにしようと
することである。
Key words：おもちゃの再評価、個の教育、共通教材、個別支援教育計画、
　　　　　　ホイジンガやカイヨワの理論、軽度発達障害、あそび
 
Ⅰ　はじめに
１．人間の生きざまを具現化する媒体としての「おもちゃ」
　「おもちゃ」の存在は、子どもの楽しみや創造的世界を作り出す媒体とし
て、楽しさや芸術性、珍しさを封じ込める存在として、またそれを飾り、
鑑賞し、時には愛玩する存在として、または、成長して大人の時代にあっ
てもゲームや精巧なミニブロックによる建造作業、収集およびその整理等
という関わりを必要とする媒体として、そして、科学の未来を探る目とし
て、大きな（存在）意義を持つ。中でも「人間の生きざま」を、時を追っ
てありありと具現化する媒体としてのおもちゃの価値は計り知れないもの
である。
２．「個」が重視される時代の到来
　人間の歴史を振り返るとき、中世・近世初期までは明白な子ども像がそ
の中に描かれないという法的保護もない状態の時代が存在し、その後もほ
ぼ２０世紀中ごろまで、子どものあり方に社会や大人がどのような意識を抱
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いてきたかに関しては、責任のある説明はなされずにきたと言えよう。
　わが国の２０世紀後半の社会は子どもをどのように位置づけてきたであろ
うか。まず、１９５１年に定められて「児童憲章」には、すべての児童の幸福
を図るための３原則１２条が定められているが、これには法律的拘束力はな
い。それから３８年後の１９８９年に、国連総会は「子どもの権利条約」を採択
した。つまり「子どもの最善の利益の確保と基本的な諸権利を定めた条約」
である：子どもが保護の対象としてだけでなく、権利の主体として、その
行使に参加すべきであるという考えを明確にし、１８歳未満のすべての者を
対象に国が適切な立法・行政措置を講ずることを義務付けている、との解
釈説明がなされている。日本政府はこれを「児童の権利に関する条約」と
名づけ、国連採択の５年後の１９９４年に承認・発効している。
　少々硬い側面にこだわった説明になったが、子ども達の権利条約に象徴
されるように、我々は２０世紀の後半でやっと人としての権利を獲得したこ
とを確かめることが出来る。そのことは、同時に教育活動にもさまざまな
意識改革と計画の中に見る変革を生み、急速に「個を重視する教育」へと
方向を変化させてきたのである。近代が我々の精神文化の中に「個」を目
覚めさせた時代であるならば、すでに全く同じように、世界規模で「個を
大切にし、個性を持つことを重視」した生き方が潮流のように広がってい
る筈である。
３．学校教育における新たな取り組みの対象、「軽度発達障害」とは
　わが国の文部科学省（と厚生労働省）は、すでに準備を進めてきた特殊
教育から特別支援教育への転換を、平成１９年度（２００7. 4〜）から制度化し、
障害（生き難さ）を抱えた学習者を長期にわたり支援する計画をスタート
させたのである。この転換は、個人が持つニーズに合わせて柔軟に対応す
ることの出来る教育へ換わることを意味している。いま学校全体で個の支
援ニーズを持っている子どもたちが増えており、特別支援教育の視点は、
教育現場の課題をしっかりと捉える重要な役割になっている。
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　本研究が取り組みを開始させたのは、特別支援教育の中で新たに登場し
てきた「軽度発達障害」と呼ばれる分野を正確に理解することと、従来は
間違っていたわけではないが、確実に理解し切れていなかった軽度発達障
害の個別支援教育の対応のひとつ、教育教材として、再評価された「おも
ちゃ」も参画させようという教育方法への取り組み（試案）である。特別
支援教育全体の内容は、従来の障害児教育（特殊教育）が積み上げてきた
手厚い人材と知識が大いに活躍をするが、特別支援教育の具体化として期
待される「個別支援教育計画」の対象・「軽度発達障害」への関わりは，人
間関係の持ち方も教育方法もそして教育教材も、すべてが今スタートライ
ンに立ったところなのである。
４．軽度発達障害について
　制度化に先駆けて、特別支援教育への転換が進められていた２００１年（平
成１３年）頃から、「普通の子どもだよ、でもちょっと変わっている」という
イメージで周囲に認識されている子ども達、つまりもともと知的障害を伴
わないところの、注意欠陥多動性障害（ADHD）、学習障害（LD）、高機能
PDD（高機能自閉症とアスペルガ－症候群）、そして一部で境界域（IQ7０〜
８５）の知的障害（MR）も含むこともある、など、新しいタイプの障害に
対して、これらにまとめて「軽度発達障害」という用語を用いることにし
た。
　これらの障害に共通する特徴として、「コミュニケ－ションが難しい」が
あげられる：①コトバが遅い②暗黙のルールが分かりにくく、ことば通り
に捉えて傷ついたり、遊びにうまく加われない③過敏性がある（音や人ご
みなど）④注意力の適正配分が苦手・一度にひとつのことだけ⑤衝動性が
強い、など。
　発達障害を認める学齢期の子どもの実際値は、次のようである。
　　①現在の教育の場：全体の５〜１０％に教育支援が求められる
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　　②ADHD（Attention Deficit/Hyperactivity Disorder）：５％
　　③高機能自閉症（アスペルガ－障害）：1％
　　④学習障害：５〜１０％
　また「軽度発達障害」への対応として、現在の諸研究からは次のような
内容が挙げられており、特に医学・心理学の関連領域が教育領域と組んで
教育環境はもちろん、家庭と本人の支援に努力することが求められる：
　▼環境の整備　1社会を含む周囲の理解
　　　　　　　　２教育環境の適正配慮（授業も含む）
　　　　　　　　３家族と家庭の正常化
　▼カウンセリングおよび諸療法
　　　　　　　　1家族への療法と指導
　　　　　　　　２行動療法
　　　　　　　　３認知療法（本人への積極的な治療的対応）
　▼中枢神経刺戟薬（特にADHD対応として：現在世界的標準治療薬とし
　　ての位置付けを確立。米国アルザス社開発、２００８年８月承認。）
Ⅱ「個の教育計画」に不足している共通教材の概念
１．軽度発達障害による問題への対応
　それは、軽度発達障害の子どもたちがどのような発達上の諸問題を抱え
ているかを明らかにし、的確で効果的な対応を判断することである。
　現在の教育および特に医学的な見解から導き出された発達と問題の状況
は、次に示す通りである：
　1．行動の問題（多動・衝動）
　２．学習の問題（注意と記憶：読み、書き、算数）　
　３．情緒の問題（感情のコントロール、こだわり）　
　4．運動の問題（不器用）
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２．学習障害、ADHD、高機能自閉症それぞれの症状に対応させた
　　感覚統合理論の応用
　軽度発達障害には、脳機能から見ていくつかの特徴があると、医学的所
見が述べている。つまり、脳の認知発達過程とその中に見られる障害の様
子は、実際に子ども達を学習や遊びなどの場面に誘ってその方向付けを得
て活動を展開する際に、また、教材の有効活用を判断する上でも非常に有
用な情報となるので、大いに役立てることが大切である。所見のポイント
は次のようである：
　・概念の構成：共通の意味や規則性がうまくまとめられない
　・象徴：サインやことばの意味が、基本的に使われるやり方から変化す
　　　　　ると、わからなくなる　　　　　　　　
　・表象：情報を得ても、其のときの状況に当てはめると、うまくイメー
　　ジ出来ない
　・知覚：感情情報をうまく入力できない。
　このような概念構成・象徴・表象・知覚などに現れている障害児の特性
が、具体的な子ども達の日常生活ではどのようなつまずきの姿となって現
れてくるのであろうか。軽度発達障害全体に共通して見られる対象児への
支援法のポイントとして以下に列挙する：
　　①学習困難がある（理解力の不足・学力のアンバランスなど）
　　② ｢読む｣ と「書く｣ ことが苦手である
　　③「聞く」と「話す」ことが苦手である
　　④「計算や推論する」ことが苦手である
　　⑤「対人関係」に困難が生じる
　　⑥「社会的場面への不適応などの社会性」への困難がある
　　⑦「行動のコントロール」が苦手で、「自己効力感」の形成が薄い
　
　このような認知発達の障害の状況にありながらも、「再評価したおも
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ちゃ」の持つ力を子どもの遊びの際に最高に活用し、挑戦しながら楽しむ
ことによって、序々にではあるが認知発達に役立ち、「自分はこの行動をう
まく行うことが出来る」（自己効力感）という積み重ねを子ども達が実感す
ることによって、障害の改善に貢献するものと考察される。
３．「共通教材」の概念
　現在のところ、あまり行き渡っている教材概念ではない。その理由は
連携した教育活動がまだ教育現場では一般的ではないからであろう。
強いて言えば、
　①小中あるいは中高一貫教育の場面が求める、共通教材の教育効果。
　②連携教育の場面で複数の教育リーダー達が教育活動の流れを確かなも
　　のにするために、事前に共通で活用する教材研究をする、という取り
　　組み。
　①や②は今後増えてきて、そこではこうした概念が重要なポイントに
なってくるものと推測される。
　③本研究で用いる「共通教材」は次の３点を特徴としてもつ：
＊軽度発達障害の発症が幼児期にすでに見られて、その後成長し、諸
機能が発達して行く中で、継続して遊び継がれて行くことを想定し
ている。　
＊同じ障害を抱えた症例同士では、年齢や経験の差異を超えて、関わ
ることを想定している。また
＊特に学校教育においては、通常の教室における授業で用いられる標
準的教材が軽度発達障害の子どもの認知力にうまく合わない場合、
「再評価おもちゃ」が同じ学習内容を、別の媒体として表現すること
を本研究では大いに期待していて、その意味での「共通教材」と言
う想定になる。
　以下に「共通教材」としての力と特性の期待される「おもちゃ」を、「再
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評価」の観点から例示して行くことにする。　
Ⅲ ｢おもちゃ再評価｣ の争点
１．「人はどのように遊んできたか」
　本研究は、長期にわたるおもちゃ研究「人はどのように遊んできたか」
を、教育実践の視点から捕らえようとするものである。特に、すべてにお
いて未開な時代にあって子どもの誰かが最初に手にしたおもちゃとは、果
たして大人がもう要らなくなったり古くなったりして、子どもに投げ与え
た道具や武器や生活用品などであったのだろうか。または意味を持たなく
なって格下げされた文化財なのであろうか。
　その通りだと言う説も多い。ホイジンガやカイヨワもそれに近いことを
述べている。２１世紀に入って間もないころ、インドネシアのある地域での
結婚式では、神聖な儀式がとり行われたあとに土で作られた超ミニサイズ
の台所調理用具が祭壇から下ろされて、待ち受けた女の子達にままごと遊
びの道具として振舞われたのを見たことがある。こうした儀式用の小道具
は、市場の一角で普段の食器類と一緒に売られている。
　しかし、もう少し子どもの遊びとそこで注目を浴びるおもちゃの系譜を
ちがった視点から捕らえることもできる。本研究はむしろそうした方向を
支持したいと考えているのである。
　遊びは子どもに必要不可欠な仕事である。生きる術を身に付けようとす
れば、「模倣」という行動に出ようとする。間違いなく多くのツール（道
具）の使い方を習得し、出来ることの範囲を広げようとする。道具を手に
すること、まして自分専用の物が持てる場合には、その充実感は何倍にも
高まる。道具は時には最高のおもちゃと考えてよい。また「試行錯誤」は、
しばしば遊びをもっとも満喫させる要素になる。試行錯誤を許す条件は、
ゆとりとおもちゃが持つ柔軟な特質である。
　このように人類が生きてきたプロセスに、それを遊びとして、またそこ
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に登場した物や材料をおもちゃとして、次世代の生命の輪廻が脈々と続け
られてきたと考えられる。　
　　　　　　　
２．「もともと遊びには教育の役割が潜み、おもちゃは教材性に富む」
　だからと言って遊び場＝教室ではない。遊びが創意と自由の結実だとい
う見方は広く支持され、ホイジンガは、「文化は遊びからうまれる」とし
ている。それらの考え方から発せられるものは、創造的思考から形作られ
ていく概念としての「あそび」に対する ｢おもちゃ｣ である。つまり「お
もちゃ」とは、あそびの存在を実証する「物体」としての「形・重さ・材
質」という知覚と、遊びの機能や仕組みを持たせた「媒体」、言い換えれ
ば「あそび教材という創意工夫のための媒体」であると考えられるという
こと、である。
　かつて子ども達は大人達と混ざり触れ合い、大人の真剣勝負の準備と行
動を目の当たりにしながら生きる術を学び尽したと考えられる。その際の
学習の多くは、家族と一緒ならば遊びの色彩が濃く、徒弟修業ならば修行
と時にはあそびの混ざり合ったものとなる。遊びが生きる術を身に着ける
チャンスとなり、その際にさまざまな経験をもたらす媒体・道具こそ、「お
もちゃ」であると考える。つまり、ここに共通教材の基本を見ることがで
きる。
　２１世紀がはじまろうとする２０００年、シリアの昔ながらの市場を覗く機会
があった。外気の灼熱を避けるために、巨大な岩盤の下に中世さながらの
市場（スーク）が連々と商店を並べる。その中を歩いて、不思議な感覚に
とらわれた：少年たちが皮物屋の店の奥で仕事をしている。児童が働いて
はいけないという法律の外の世界なのである。研究者（私）を見つけるや
飛び出してきて、自分の今手がけている商品を自慢げに見せてくれる。８
歳の少年は、自分がまだ年齢が低いのでこの小さいナイフしか持てないと
いうことを説明し、今まさに切り取ったばかりの皮ベルトを嬉しそうに持
ち上げて見せる。刃物を自由に扱えることは、遊びの満足度を引き上げる
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道具という教材を意味し、それはおもちゃにも通ずる。
３．高度経済成長がもたらした、ブラックボックス的おもちゃ　
　　消費を楽しんだ高度経済成長期に、我々は手作りの崇高さを放棄した
ことが悔やまれる。完成品、修理が出来ないおもちゃ、仕組みが覗けない
おもちゃが、我々人間だけが持つ手作りや創作、工夫する力を奪ったので
ある。高度経済成長期をきっかけに、生活の中にPCが入り込み、それは
衰えることなく現在の生活環境のすべてにその効力を発揮している。小さ
なおもちゃの中にもさらに小さなコンピューターが埋蔵され、子ども達の
手づくり快は、消滅しようとしている。それがブラックボックス化したお
もちゃである。
　軽度発達障害の子ども達には、時間をかけて自ら体験して、そして納得
していくことが遊びにも学習にも必要なのである。電子化されたあそびに
は、途中で発生する不都合を見つけたり改良したりする部分はほとんどな
い。従来の遊びには、分解したり、見よう見まねで修理したり部品の交換
をする余地があり、自分を成長させて自己効力感を膨らませていく気配が
ある。その姿には将来のその子どもの活躍する様子が重なって見えてくる
ようである。
　当然、遊ぶ子ども達から科学する力も消滅して行く運命になり、とりわ
け軽度発達障害の子ども達がこうむる不利益を考えると、おもちゃの再評
価を急ぎ、楽しい学習の場が増えることを約束しなければならない。
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Ⅳ　再評価したいおもちゃ
その１．
おもちゃ名：Anker Stone Building Set
　　　　　　「模造石のアンカー石積み木」
製 造 元：Anker Steinbaukasten GmbH（ドイツ）
系　　譜：１８４０年に幼稚園の創設者フレーベルが、はじめて木製の積み木
を開発。木製の積み木より精度の高いものを求めて、石積み木
が開発され、１８８４年に発表。模造石は、ケイ砂と石灰、亜麻仁
油により、はじめから現在まで１２６年間変わることはない。石
積み木の基尺は２㎝、２．５㎝と小さくしかも超精密であるため、
ミニの建造物を建てたい世界中の人々から絶賛を浴びて、今日
に至る。　　
コメント：日本では「積み木」への認識が低い。積み木が数学、建築学の
基本を成すという、昔から石を積んで建物を築いてきた欧米の
発想とは異なり、ブロック遊びのおもちゃという受け止め方で
ある。しかし、学齢に達した子どもたちは勿論のこと、99歳ま
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で、年齢に関係なく精巧な積み上げを楽しむ世界に、軽度発達
の年長の子ども達を誘い、図面とにらめっこをしながら構築し
ていく手ごたえを提供したい。
　　　　　アンカー積み木は、小さくてもずしりと重みがあり、すべすべ
した表面は触っていても心地よい。夢中になって数１０個、数１００
個と積み上げて遊び、経験したことのない集中することの心地
よさを味わうであろう。また小さいブロック一つひとつを、「不
器用ではダメだ」と思いながら積み上げ建物を完成させていく
快感にも満足するであろう。　　　　　
　　　　　
　
その２．
おもちゃ名：WAFFLE BLOCKS（積み木）と「植木算」
　　　　　　「ワッフルブロック」
製 造 元：THE　LITTLE TYKES COMPANY（アメリカ）
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系　　譜：算数の「植木算」は、4年生の学習内容になっている。
　　　　　等間隔で何本かの木が植えてあるとき、木の本数と間の数の関
係や隣り合う木と木の距離や全体の距離などを考えるもの。指
の数でも同じで、指数と指間数という２つの量を考えるもので
ある。　　　　
コメント：図に示すように、ワッフルブロックは２個をつなぎ合わせると 
きに組み合う２種類の凸凹は植木算の関係にあることがわか
る。ある子どもが２年生のときに「植木算」の説明を受けた折、
即座に「わかるよ！小さいときによく遊んだ大好きなお城作り
のワッフルブロックは、そうなっているんだよね！」と言った。
まさに植木算という1つの概念を幼児期から系統立てて遊んだ
ことの結果がうかがい知れる。時空を超えて共通教材で遊ぶ意
義が証明できる
その３．
おもちゃ名：“The Children's Museum (TCM)” in Boston（１９１３ 〜）
（施 設 名）「ボストン子どもミュージアム」（１９１３年創設）
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立地場所：アメリカ
系　　譜：アメリカに数あるミュージアムの中でも２番目に古いという歴
史ある施設で、創設以来１００年近くにもなる。その歴史と活動の
戦略を綴った「0PENING the Museum」という書物（８０年史）を
開けると、創設以来の充実した活動が、熱心にそれを軌道に乗
せた科学者（元学校の理科の教師たち）の記録と共に目に飛び
込んでくる。説明が示すように、子ども達に科学がいかに嬉々
としたすばらしく楽しくて興味深いものであるかを体験させよ
う、という意図が溢れている。この歴史書の説明によると、創
設前、学校の理科の教員達が子ども達の科学への好奇心育成を
痛感して活動をはじめ、それが実って、アメリカ国内でも有数
のミュージアムが誕生したという。国内では１０００キロ以上離れ
ていても、人々は楽しみにやってくるという。
コメント：日本のミュージアムと比べると、すべてが生き生きと稼働中 
で、すべてに子ども自身が関われる・実験が出来る・作業が出
来る・困ると何処からか専門のスタッフが現れてきて、学習支
援をしてくれるという充実感いっぱいの環境である。ある時偶
然発見したのだが、壁のあちらこちらに覗きの穴が開いていて、
向こうに誰かの目が生き生きと館内の様子を見ていることがわ
かった。必要とあらばスーっと壁絵の一角がドアとして開いて、
子ども達の困惑が放置されることはないのである。
　　　　　プログラムのすべてが、遊びの楽しさを持つ学習だという点
は取り入れたい。地階にミュージアムショップがあり、興味
深い理科の学習あそびが分野ごとに“A BOSTON CHILDREN‘S 
MUSEUM ACTIVITY BOOK“として販売されている。
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その４．
おもちゃ名：“Supermag”－MAGNETIC GENIUS－
　　　　　　「（マグネット入り）スーパーマグ」
製 造 元：Plast Wood社（イタリア）
系　　譜：磁石入りの２㎝および1㎝のスティックと磁性にくっつく直径
1㎝の鉄球というセット。球体を接続体としてモデルを構成し
ていくので、数さえあれば、壮大なものを構成することが出来
る。平面から立体まで、様々な下図を基にしたり、デザインし
たり、指先の器用さを育てながら挑戦してたのしめる。小さい
子どもより年長の学年から大人まで広い仲間と共有して楽しむ
ことが出来る。
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コメント：本セットを最も大量に利用しているのは、建築関係者や様々な
デザイナーだということで、十分にイメージを具象化する楽し
み方で、自分の作品を思索したり、人に見せて説明したり、ま
たは誉めてもらってうれしい思いをしたり、また相手にも同じ
ように相互で楽しむ会話のやり取りが満喫できる。
その５．
おもちゃ名：Ｎumber Juggler
　　　　　　「ピエロのビックリはかり」
製 造 元：Invicta  EDUCATION（イギリス）
系　　譜：プラスチック製のピエロが両手を広げて立っている。手には複 
数のプラスチック製の文字を下げられるフックが付いている。
文字板をつるし持った右、左の手の重さによって手の位置が上
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下してバランスをとる。遊び手はそれを見ながら、数字の大き
さや重さで増減の調節をする。
コメント：数の理解が進んでいない子どもにとっては、それぞれの文字の
重さが手がかりになるが、数計算の出来る子どもは、加減算で
バランスを取って楽しむ。軽度発達障害の低学年の子どもの中
には、実力があっても自分の力に自信のない症例もあり、ピエ
ロのあどけない楽しさによってこころが開放されたり、より力
の弱い子どもに説明をしてあげることによって、人間関係を回
復させるきっかけを手にすることも出来る。
　　　　　　　　　　　　　　
Ⅴ「おもちゃを再評価する」ことへの展望
　おもちゃの研究者は決して少なくない時代である。しかしおもちゃに
はっきりとした教育の世界で認められる市民権を持たせる研究は、なかな
か難しい。
　実際教育現場で教材庫を覗いてみると、案外おもちゃが並べられている。
それは自然で、実に納得できることである。しかし、教材論の視点からす
れば、それなりの意味を証明することが教材という居場所を得るための必
要条件だということになる。
　今、特別支援教育という個のニーズを柔軟に受け止めた新しい教育方針
とそれに前後して現れてきた「軽度発達障害」への対応は、制度の確立と、
その充実に関与する研究も偏りがちであって、教材研究には不足感が強い。
本研究は、その一端を探り始めたものだと評価してよいのではなかろうか。
　子どもたちの教育全般を見渡すとき、「個の教育」は時には学校から離れ
たところで大いに開花していくのではないだろうか。
中　谷　陽　子
112
参考文献
1．「遊びと人間」ロジェ・カイヨワ　講談社文庫　１９7３
２．「ADHD・ＬＤ・高機能PDDのみかたと対応」宮尾益知編　医学書院　２００7
３．「ブリューゲルの『子どもの遊戯』」森洋子　未来社　１９８９
4．「軽度発達障害の教育」上野一彦編　日本文化科学社　２００６
５．「学ぶ技術」アルベルト・オリヴェリオ　創元社　２００５
６．「認識と行動の脳科学」甘利俊一監修　東京大学出版社　２００８
７．「Opening The Museum」The Children’s Museum In Boston １９９３
８．「仕事と遊びの社会学」井上俊ほか編　岩波書店　１９９５
９．「A HISTORY OF TOYS」Antonia Fraser WEIDENFELD & NICOLSON １９６６
１０．「THE BLOCK BOOK」Elisabeth S.Hirsch編 naeyc Washington DC １９7６
１１．「幼児の算数」遠山啓／栗原　国土社　１９６５
